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  初冬の候、保護者の皆様におかれましては、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

   １１月１１日（土）に第３回運営委員会を開催いたしましたので、下記の通り報告いたします。 

 

日時：令和５年１１月１１日（土）１０：００～ 

場所：ランチルーム 

（委員総数３４名、出席委員数２９名） 

※全委員２／３以上の出席がありましたので、第３回運営委員会は成立いたしました。 

 

 

【１】あいさつ 

◆令和５年度 運営連絡委員代表 

お忙しいところ第３回運営委員会にお集まりいただき、ありがとうございます。 

本日は次年度の運営連絡委員代表の方にも委員会の雰囲気を見ていただくため、ご参加いただいています。短い

時間にはなりますがよろしくお願いいたします。 

さて、７月に保教の会から学校へ、シンセサイザーの寄贈を行うため、スクールメールを利用したアンケートを実施

いたしました。家庭数の３分の２以上の賛成をいただき、可決されましたことをご報告いたします。集計に関しては学

校の方にもご協力いただき、寄贈の準備を進めることができました。ありがとうございました。 

年４回の運営委員会も、早いもので折り返しとなりました。保教の会では配布資料のペーパーレス化を順次進めて

おり、運営委員会の報告書も学校ホームページの掲載に変更しました。本日も配布資料の分類と運用案をお伝えし

ますが、今年度は本格的に導入を進めている過渡期であり、先生方にもご協力いただき、スクールメールを利用して

通知を行っている状況です。昨年度に比べ、メール配信の頻度が増えていることをご理解いただければと思います。 

本日はグループ活動の時間に、学級・学年活動についても話し合う時間を取りたいと思いますので、みなさま、よろ

しくお願いいたします。 

 

 

◆校長先生  

今年度３回目の運営委員会ということで、よろしくお願いいたします。 

年度当初にもお伝えしたとおり、今年度はコロナ禍以前に戻すのではなく、これまで以上のものを創る「攻めの年」

と位置付けています。先だっての運動会では、一人３種目に選抜リレーを午前中に時間を絞って行いました。時間は

コンパクトに内容は充実させてという新たな発想で実施しました。保護者の皆様からの声はおおむね好印象でした。

来年度以降もこの方法を踏襲していく予定です。 

来週は音楽会です。日ごろの学習の成果を発表することに加えて、２か月近くに及ぶ準備期間に、子どもたちが音

楽会に向けてどのように取り組むかを大切にして、音楽科の学習を充実させていくことを目標にしています。 
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また、２学期に実施した新たな取組としては、学校公開や行事の受付にＱＲコードの導入があります。全校３９５名

の名前をずっと掲示しておくこともなくなり、受付の人数も一人で行えて時間短縮も図れました。 

この他にも、３年生以上の算数科の授業に、保護者や地域の皆様に授業補助に入っていただく学習ボランティアを

スタートさせました。理数系の学力向上を目指して、学校経営協議会のご尽力をいただいてスタートさせ、現在１０名

ほどのボランティアの方々が授業補助に入っています。子どもたちからは「学習がわかるようになった」、教員からは

「教室に戻ってくるときの表情が明るくなった」などの声が聞かれるようになってきました。今後も充実をさせていきま

す。 

この他にも、さらにはランチルームを活用した学校給食も再開しました。また１１月１日にはネイティブ・スピーカーと

一日を過ごすイングリッシュキャラバンを行いました。びっくりしたのは、すべて英語で行ったのですが、１・２年生の子

どもたちが英語での本の読み聞かせを楽しんでいるというのがありました。外国語の活動を行っていない学年でも、

英語がある程度通じるようです。これからも常に前向きに新たな教育活動を充実させる取組を続けていきます。今後

とも皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

さて１１月に入り、すでに来年度、令和６年度の教育計画を立てる時期になってきています。この中で検討が進んで

いるのが、新２年生に進級する際の学級編成替えです。本校の学校経営方針の重点の一つに、「他と共に」がありま

す。十三小では学級・学年、異なる学年、地域の方々など、様々な人とのかかわりを広げていくことを大切にしていま

す。低学年の段階では、未だ集団という意識が薄く、早い段階から多くの人とかかわりを広げていくことは、集団の一

員としての意識や、集団としての行動の仕方を身に付けさせる上でとても重要です。そのため新２年生に進学する際

にもクラス替えを行って、多くの友達と、異なった集団での学校生活を過ごさせることを、かかわりを広げていく手だて

の一つとしたいと考えています。現在の１年生は２年生に進級する際にクラス替えを行う方向で検討をすすめていま

すので、この点については保護者会などで改めてお伝えいたします。 

最後に一点、お礼です。音楽会の実施を視野に入れて、保教の会からシンセサイザーを２台、寄贈していただきま

した。１０月末に納品され、来週の音楽会で早速使わせていただきます。ありがとうございました。 

今後も新たな教育活動を創造していくという方向性を大切にしながら、全教育活動の活性化・改革化を図ってまい

ります。ご理解とご支援をよろしくお願いいたします。 

 

 

◆青少対会長（ご欠席の為、挨拶文代読） 

保護者のみなさま、先生方、日頃より青少対活動へのご理解とご協力ありがとうございます。 

保護者のみなさま、学校の先生方にご協力いただき今年度も「青少対まつり」を開催することができました。昨

年度は申し込み制で開催しましたが今年度は制限なしで開催させていただきました。 

今回のおまつりは十三小学区の子どもたちとその家庭に向けて企画しました。保教の会のみなさまにもジュ

ース販売で協力していただきありがとうございました。開催当日まで欲張りすぎないように今できることをしようと

考えつつも、おまつりとしては少し物足りないかもしれないと思っていましたが、おまつりに来ていた子どもたち

の楽しそうな笑顔を見て、今回も開催することができてよかったと感じています。 

十三小青少対は保護者のみなさまの協力で活動しております。これまでの活動を見直しながら、新たな活動

への取り組みを学校・保護者のみなさまと一緒に検討していきたいと思っております。みなさま、お忙しいとは思

いますが、今後とも青少対活動へのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

◆学校支援コーディネーター世話人 

 私たちは学校支援ボランティアということで、学校と地域と保護者の皆さんと重ねながら学校の環境美化を進めてい

こうということで立ち上がっています。保護者の方、地域皆さんで学校の環境を整えるということで進めています。 



先月の１０月３０日、環境美化委員の子ども達と保護者、地域の方で花植えを行いました。小川農園の農園士の方

がみえて、子ども達と一緒に花を植えました。５、６年生の子ども達の手際がとてもよく、３０分程度で終わってしまい

ました。いつもの花植えは私たちが場所を組んでいましたが、今回は子ども達がディスプレイ、色などを考えながら植

えてくれました。また、今回、５５０個の球根が学校宛に当選したことで、１、２年生の子ども達、環境美化委員の子ど

も達と植える話を進めています。 

学校がきれいで環境が良いと、子ども達も気持ちよく勉強ができると思います。学習ボランティアが各教室にはいっ

て、子ども達と共に勉強していますが、学校の環境が良くなっていくようにというのが地域の願いでもありますし、保護

者の方の願いでもありますので、どうぞご協力をお願いします。 

１２月１日にミニクリスマスツリー講座を予定しています。また、お便りを出しますので、そちらをご覧ください。また、

このランチルームですが、最近、子ども達が食事をすることに使われるようになりました。以前は春・夏・秋・冬それぞ

れの季節ごとの部屋飾りや１１月下旬にはクリスマスツリーをボランティアさんに手伝っていただき、飾っていました。

ここ数年はできませんでしたが、今年は行う予定です。また、お手紙を配布しますので、ご協力をお願いします。 

 

 

【２】選管より報告 

７月中旬～９月  欠員候補者を募る。候補者が出なかった際のくじ引き案内、互選会等について検討する。 

１０月７日     令和６年度現時点での立候補者と令和５年度運営連絡委員、選挙管理委員で集まり、欠員候補者

決定までの動きについて伝達する。(くじ引き案内の前に、もう１人候補者を募る) 

１０月１２日      くじ引き案内の作成準備 

代表立候補者申し出あり。 

１０月２４日    令和６年度運営連絡委員候補者選出を全保護者に報告する。 

１１月１１日    令和５年度・６年度運営連絡委員顔合わせ(運営委員会後) 

 

 

【３】グループ活動の報告 

立ち番・みまもり隊グループ  

＜第１期＞ 

９月～１１月の立ち番メールチェックを実施 

＜第２期＞ 

９月２５日     第２期（１２月～３月）立ち番・みまもり隊 募集用紙作成 

１０月３日     募集用紙印刷・配布（児童数） 

           「立ち番・みまもり隊の募集のご協力のお願い」メール配信（運営委員対応） 

１０月１８日    当番表の作成開始 

１０月２４日    当番表起案 

１０月３１日    当番表印刷・配布（児童数） 

 

当番表を作成している際にうまく変換できない漢字もあり、漢字フルネーム入力はかなり手間がかかりました。個人

情報を最小限にすることや、外国にルーツのある方が目立たないようになど考えると、当番表はカタカナで表記する

方向で進めたらいいのではと話し合いました。 

配布日を吉日ではなく、指定した日付で配布することになっているので、午前中から印刷を行い、配布と合わせて



作業したほうがスムーズにできました。 

 

一斉下校・自転車整理グループ  

１０月３日  運動会当日の駐輪に関するお便りを１部発行 

１０月２１日 整理・案内実施（常時監視を２名配置、案内板設置） 

 

 お便りの発行に加え、前日に学校からスクールメールで自転車での来校を控えていただきたいというメールを発信

してもらいました。その結果、学校側に用意していただいた５か所の駐輪スペースのうち、中庭駐輪スペースのみの

使用に収まりました。最大でも７２台の駐輪に収まり、混雑もなく無事終了しました。 

 

パトロール中プレート・学区内危険箇所・青少対まつりグループ   

７月２０日 最終確認として警察所・市役所の方、職員の方と危険箇所はどのような場所かを実際に確認しました。 

 

※第４回運営委員会で活動報告書を提出する際、改善した点や活動しての問題点などのご意見を総括欄に記載す 

るよう説明がありました。次年度以降の取り組みに反映していきます。 

 

 

【４】学級・学年活動の報告 

各学年からの活動報告はなし。 

 

※第４回運営委員会で活動報告書を提出する際、進級お祝い品の準備や担任の先生との打ち合わせなどについて

詳しく記載するよう説明がありました。 

 

 

【５】会計からのお知らせ 

＜学級活動費精算について＞ 

前回の第２回運営委員会で４０００円の学級活動費をお渡ししました。３月の第４回運営委員会で学級活動費につ

いて精算を行いますので、ご連絡します。 

精算方法ですが、前回、学級活動費と一緒に、精算表の紙をお渡ししました。次回の運営委員会では、この精算表

の提出と余った現金があれば、返金していただくことになります。もし精算表の紙を紛失してしまった、または紙が足り

ない等ありましたら、運営委員会終了後、会計までお声がけください。 

精算表には支払日、支払い内容、支払金額等必要事項を記入していただき、支払いを証明する領収書（またはレ

シート）を裏面に貼ってください。どうしても領収書が出ないものは出金伝票に記入していただきますので会計までお

問い合わせください。なお、領収書の宛名は、「小平十三小保教の会」としてください。PTA の名称は使わないようお

願いいたします。 

前回の運営委員会でもお知らせしましたが、学級活動費が４０００円では不足だったという場合は、追加で１０００円

までお支払いできます。現時点で４０００円を超えそうな場合、運営委員会終了後、会計までお声がけください。 

最後に、再度、学級活動費の使い方について改めてお伝えします。まず、学級活動費は、担任の先生やボランティ

アさんへのお礼としては、使用しないで下さい。保護者会後の懇談会でのお茶菓子代や、学年末に進級祝いや記念

品として、全員に配る物品代として使うことはできます。 



 

＜通信費について＞ 

例年、保教の会の運営予算に、各学級委員に対し、５００円の通信費を予算計上しております。この通信費を、第４

回運営委員会で学級委員、選挙管理委員、運営連絡委員全員にお支払いします。そのため、第４回では、受領のた

めの印鑑をお持ちいただくようお願いします。欠席される場合は、代理人等をたてていただくようお願いいたします。 

 

 

【６】その他 

＜保教の会 配布資料のペーパーレス化に向けて（添付資料①）＞ 

代表より添付資料に沿って説明がありました。現在の配布資料を大きく４つに分類し、スクールメール配信や、学校

ホームページへの掲載を行い、会員への周知を行います。 ※クラスルームの利用は今後検討します。 

定期総会の資料には会計報告に担当者の氏名を記載するため、ホームページへの掲載は避けたいと考えていま

すが、枚数も多いため作業量も増えてしまいます。定期総会までに運営連絡役員で配布方法について検討を行いま

す。また、来年度以降も定期総会は書面開催で行う予定であると発表がありました。学校とも協議の上、第４回運営

委員会で方向性をお伝えします。 

 

＜運営委員会欠席時の委任扱いについて（当日配布資料）＞ 

代表より、追加議題として資料に沿って説明がありました。 

感染症の流行で、子どもだけでなく保護者の体調不良が原因で欠席者が増え、運営委員会が成立しない可能性

があることを懸念し、「所定の欠席連絡方法で運営連絡委員に報告を行った場合、委員会欠席時の委任扱いとする」

ことが提案されました。 

→本日の参加者に挙手にて決を採り、賛成多数で承認されました。 

今回の提案は第４回運営委員会より暫定的に導入します。十三小保教の会規約には、運営委員会の再招集につ

いて明確な記述はないため、令和６年度定期総会で規約改定（追加）を行います。 

 

 

【７】グループに分かれての打ち合わせ 

  各グループ別の打ち合わせ、学級・学年活動の打ち合わせ 

   ⇒終わり次第、解散となりました。      

                             

                            

第４回運営委員会 

日時 ： 令和６年３月２日(土) １０：００～ 

場所 ： 集会室 

※全委員２／３以上の出席がないと、運営委員会は 

  成立しません。学級委員の方は必ずご出席ください。 

 

 

 



令和 5年度 第 3回運営委員会添付資料① 

令和 5年 11月 11日 

会員各位 

 

十三小保教の会 代表 

 

保教の会 配布資料のペーパーレス化に向けて 

 

  第 2回運営委員会でお伝えしたように、今年度の十三小保教の会では、ペーパーレス化を進めています。 

  現時点で、今年度は以下の配布物のペーパーレス化を導入しました。 

 ・運営委員会報告書（第 1回、第 2回） 

 ・十三小保教の会 規約   ・・・以前は規約の改定後、全会員（家庭数）に再配布 

 ・立ち番・みまもり隊の募集用紙 ・・・以前は記入用紙と一緒に A4 2枚（両面）の説明文を配布 

 

  ペーパーレス化を進める上で、すべての資料をメール配信や学校ホームページに掲載のみとした場合、メールを開か

ない方やホームページを見ない方には情報が届かない可能性が高いため、重要な連絡事項については「書面の配

布」を継続する必要性があると考えています。 

  そこで、十三小保教の会から発行する配布資料を以下の4つに分類し、今後の配布基準として運用していくことを提

案します。 

 

【十三小保教の会配布資料 分類・運用案】 

 

1．書面配布のみ 

  〇児童氏名、保護者氏名が記載されているもの 

  〇保教の会に入会するにあたり、必要な情報を提出していただくためのもの 

  〇配布後、運営連絡委員やグループ活動で回収する必要があるもの 

  〇配布対象者が限定されているもの 

（運営連絡委員） 

  ・保教の会 入会申込書   ・・・（入学／転入時提出）児童氏名、保護者氏名を記入 

  ・役員履歴カード   ・・・（入学／転入時提出）卒業までの役員履歴を管理 

  ・会費集金のお知らせ（別途メール案内） ・・・（家庭数）お知らせの下部に必要事項を記入して集金 

  ・運営委員会開催のお知らせ・次第（年 4回）・・・学級委員・選管・教職員等に配布 

  ・委員名簿用記入用紙   ・・・学級委員・選管など委員の連絡先を把握のため 

（選管） 

  ・次年度 運営連絡委員決定のお知らせ ・・・次年度役員名の記載あり 

（グループ活動） 

  ・立ち番・みまもり隊の当番表（年 3回） ・・・児童名の記載あり 

  ・パトロール中プレート装着の募集用紙 ・・・（家庭数）希望者は募集用紙の下部を切り取って提出 

  ・パトロール中プレートの使用について ・・・上記で装着を希望された方に配布 

 



2.書面配布とスクールメール配信 

  〇児童氏名、保護者氏名の記載がないもの（配布資料には校長名・代表名を入れる） 

  〇配信する内容は期間限定だが、確実に情報をお知らせしたいもの 

（運営連絡委員） 

  ・委員選出についてのお知らせ  ・・・4月にスクールメールで配信し、立候補者を募る 

  ・定期総会の決議結果   ・・・一定期間は閲覧できることが望ましい 

（選管） 

  ・運営連絡委員立候補募集のお知らせ ・・・例年 6月頃に募集開始、立候補者のみ記名して提出 

（グループ活動） 

  ・運動会当日の保護者の自転車使用について・・・運動会前のみだが、確実に伝達しておきたい内容 

 

3.学校ホームページ掲載と対象者への書面配布 

  〇児童氏名、保護者氏名の記載がないもの（配布資料には校長名・代表名を入れる） 

  〇配布後、運営連絡委員やグループ活動で回収する必要があるもの 

  〇対象者を絞って書面配布を行うが、委員以外の会員も閲覧できることが望ましいもの 

  〇学校関係者以外が閲覧しても問題ないもの 

（運営連絡委員） 

  ・学級委員のしおり   ・・・その年の学級委員・選管・運営連絡委員には配布 

  ・立ち番・みまもり隊グループの仕事内容 ・・・グループ活動の対象者には第 1回運営委員会で配布 

  ※上記の資料は、学級委員の活動をオープンにし、会員に知っていただくために掲載する予定 

（グループ活動） 

  ・立ち番・みまもり隊の募集用紙 ・・・記入用紙のみ配布し回収、注意事項は通年資料として掲載 

 

4．学校ホームページ掲載のみ 

  〇児童氏名、保護者氏名の記載がないもの 

  〇学校関係者以外が閲覧しても問題ないもの 

  ※学校ホームページに掲載するタイミングで、スクールメールにてお知らせする予定（学校と調整が必要） 

（運営連絡委員） 

  ・十三小保教の会 規約  ・・・入学・転入時に配布していたが、掲載のみに変更 

  ・運営委員会報告書（年 4回） ・・・個人名を抜いて作成し、今後はパスワード設定を行わない予定 

  ・立ち番マニュアル  ・・・入学・転入時に配布していたが、掲載のみに変更 

（グループ活動） 

  ・学区内危険箇所マップ  ・・・1学期の学校公開日に募集して作成、完成版を掲載 

 

  上記に振り分けていない「総会資料」は、A4 両面印刷で約 10 枚の資料です。学校ホームページに掲載することで

印刷等作業量の削減が可能となりますが、会計報告で担当者氏名を記載しており、誰でもアクセスできる場所に、個人

名をそのまま掲載することは避けたいと考えています。また、総会資料と書面表決書（議案に対する賛否を記入する用

紙）を併せて配布することで、資料をみて回答をいただく機会を残しておきたいところです。実際に資料を配布するか否

かは、定期総会まで時間があるため、運営連絡委員内で引き続き検討を行います。 

 

  今回のペーパーレス化とは直接関係はありませんが、定期総会は今後も書面決議で行うことを検討しています。コロ

ナ禍もあり、ここ数年書面開催としていますが、対面の開催でなくとも議案に対してご意見を提出していただいており、



開催方法の変更に伴うデメリットはないと考えています。定期総会については、過去の総会資料等を参考にしながら、運

営連絡委員や学校と協議した上で、第 4回運営委員会で方向性をお伝えします。 

 

  市内小学校のPTA情報と PTA等で導入されていることが多いアプリについてまとめました。第 2回運営委員会で

もお伝えした通り、「システム導入後、継続して活用できるか」という視点と、有料アプリの場合は「費用対効果」も考え

る必要があります。今年度中の導入は難しいですが、継続して考える必要があるテーマのため、参考資料として、ぜひご

覧いただければと思います。 
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【参考 PTA 等で導入されているアプリについて】 

 

アプリ名 使用料 特徴 

LINE WORKS 非営利団体向け特別プ

ラン 

最大 1000人まで／

50GB ストレージ容量 

※キャンペーン終了後の利用

条件は不明 

・LINE とは別のアプリをダウンロードして利用 

・管理者が QR コード等でメンバーを招待し、承認 

・マニュアルや書類もアプリ上のフォルダで管理できる 

・LINE と同様のトーク機能を使える 

CoDMON（コドモン） 

 

 

 

＊11小導入：児童数 675人 

PTA 対応特別プラン 

11,000円／月 

（301～800名） 

※年間 132,000円 

・グループ ID を入力して、管理者の承認を受ける 

・お知らせやアンケートの作成や配信ができ、印刷に係

る作業やコスト削減、集計が行える 

・インターネットが繋がる環境があれば、どこからでも

利用できる 

Hi！（ハイ） 

 

 

＊6小導入：児童数 588人 

（ボランティア制度開始） 

無料 

アプリ内の追加課金なし 

・SNSやメールアドレスでアカウントを取得する 

・運営がお知らせの投稿や、ボランティア募集を行う 

・メンバーは「はい！」と手を挙げる感覚でボランティア

参加の登録を行える 

・現時点では、パソコンでの利用はできない 

サークルスクエア 無料（データ保存は 1年） 

 

最上位のプランで 

1,980円／月 

※年間 23,760円 

・お知らせの配信、アンケート機能がある 

・お知らせの未読管理（メール再送）ができる 

・グループごとに機能の利用制限がかけられる 

・データ保管期間や、管理者人数を増やすには、最上

位のプランが適している 

スクリレ 

 

 

 

 

 

＊上宿小導入：児童数324人 

無料 

 

アンケート機能追加で 

59，400円／年 

・アプリをダウンロードし、個人情報を登録しないでも

使用できる（使用端末の登録を行う） 

・お知らせの配信後、ダウンロードして印刷することが

できる 

・アンケート機能は有料オプションで利用できる 

・アプリ上の広告を任意で閲覧することで、学校備品

等との交換にのみ使用できるポイントがたまる 

 

 

上記にまとめたアプリの特徴等はホームページや資料請求したものから抜粋しています。 

最近は、PTA 活動の一部を外部委託（アウトソース）する学校もあるようです。ＰＴＡ‘Ｓ（ピータス）という団体は各種

メディアに取り上げられています。今回の資料をまとめるにあたり、様々な学校で PTA 活動が変化している時期だと改

めて感じました。十三小保教の会でいえば、配布資料のペーパーレス化を定着させることで、他の活動の充実に繋がっ

たり、新たな取り組みに向かうきっかけになればと思います。 

 

以上 

 



令和 5年度 第 3回運営委員会追加資料 

令和 5年 11月 11日 

会員各位 

 

十三小保教の会 代表 

 

運営委員会欠席時の委任扱いについて 

 

  運営委員会への参加をはじめ、グループ活動への取り組み、学級・学年活動の準備を進めていただき、ありがとうご

ざいます。2 学期以降、インフルエンザやその他発熱を伴う感染症が流行しています。これからも季節を問わず、子ども

だけでなく、保護者自身の体調不良で人数が集まらず、運営委員会が成立しない可能性があることを懸念し、緊急の

議題として取り上げることにいたしました。 

 

＜委員会成立の要件＞  

十三小保教の会 規約第七条 

5．運営委員会は全委員 2／3以上の出席により成立し、議決は出席委員の過半数とする。 

 

＜欠席連絡方法＞  （令和 4年度途中より、欠席連絡方法が見直しされました） 

1．同じクラスの学級委員に連絡して、欠席の承諾を得る。 

2．同じグループ活動のメンバーに連絡して、欠席の承諾を得る。 

3．1．2．が完了した場合、運営連絡委員用のメールアドレスに報告する。 

 

令和 5年度の場合、運営連絡委員：7名、学級委員：26名、教職員：2名、合計 35名が定数であり、その 3分の 2

は 23.3名、つまり 24名以上の参加が必要となります。12名以上欠席となった場合は、日程を改めて再招集となりま

すが、体調不良が原因で欠席が多い場合、再招集した日も委員会が成立しない可能性が大いに考えられます。（※第

2回運営委員会は、出席者 26名で、ほぼお子さんの体調不良による欠席でした） 

 

そこで、 

「運営連絡委員用のメールアドレスに報告する」ことで、委員会欠席時の委任扱いとすることを提案します。 

 

規約には、出席数が満たない場合の再招集について明確な記述はありません。上記の提案は暫定的に導入し、令和

6年度定期総会での規約改定（追加）を行いたいと思います。 

「委員会開催のお知らせ・次第（資料）」は、2 週間前を目安に配布しており、ご質問やご意見があれば事前に連絡

をいただくことで当日取り上げることができます。よって、人数が少ない状態で運営委員会を開催しても議事進行への

影響は少ないものと考えます。 

 

コロナ禍以降、定例会の書面開催を導入、Zoomや LINEのグループ通話を利用したオンライン開催を実施している

PTA もあるようですが、十三小保教の会の運営委員会は、“できるだけ顔を合わせて開催すること”を目指して、引き続

き運営していきたいと考えています。 

 

以上 


